
⚫ 保健科学研究科 保健科学専攻 博士後期課程 入学者選抜の基本方針 

本研究科の養成する人材像およびアドミッション・ポリシーに合致した学生を選抜するため、出願書類、

試験科目、評価基準について以下の通り定める。 

 

1  一般選抜 

出願書類及び筆記試験、口述試験、面接の結果を総合して合格者を決定する。 

 出願書類 

入学願書、志望理由書 

 試験科目 

筆記試験（英語）、口述試験、面接 

 評価基準 

筆記試験では、各専門領域に関する英文を出題し読解させることにより、主にアドミッショ

ン・ポリシー１で求める専門領域に対する知識やアドミッション・ポリシー3 で求める研究・

探究に必要な知識・思考力について評価を行う。 

口述試験では、自身の研究についてのプレゼンテーションと質疑応答を行い、アドミッショ

ン・ポリシー1 で求める専門領域における高度な知識と研究の技術を修得し、他者を牽引す

る能力及びアドミッション・ポリシー3 で求める研究・探求に必要な知識・思考力について

評価を行う。 

面接では、志望動機や今後行いたい研究やその効果、修了後の展望等についての質疑を通じ

て、アドミッション・ポリシー1 で求める他者を牽引し地域医療や社会の発展への貢献の意

識、アドミッション・ポリシー2 で求める地域社会の課題に取り組む意欲、アドミッション・

ポリシー3 で求める研究推進への意欲等を評価する。 

 

2  社会人選抜 

出願書類及び筆記試験、面接の結果を総合して合格者を決定する。 

なお、社会人については実務経験に基づく知見や考え・信念等を重視することから、出願書類に

「実務活動経歴書」を追加することとし、口述試験は実施しない。 

 出願書類 

入学願書、志望理由書、実務活動経歴書 

 試験科目 

筆記試験（英語）、面接 

 評価基準 

筆記試験では、各専門領域に関する英文を出題し読解させることにより、主にアドミッショ

ン・ポリシー１で求める専門領域に対する知識やアドミッション・ポリシー３で求める研究・

探求に必要な知識・思考力について評価を行う。 

面接では、志望動機や今後行いたい研究やその効果、修了後の展望等についての質疑を通じ



て、アドミッション・ポリシー1 で求める他者を牽引し地域医療や社会の発展への貢献の意

識、アドミッション・ポリシー2 で求める地域社会の課題に取り組む意欲、アドミッション・

ポリシー3 で求める研究推進への意欲等を評価する。また、実務活動経歴書の内容や、実務

経験を通じて得た知見や考え・信念等を確認し、アドミッション・ポリシーで求める人間性

や知識についての評価を多角的な視点で行う。 

 

3  外国人留学生選抜選抜 

出願書類及び口述試験、面接の結果を総合して合格者を決定する。 

外国人留学生選抜については、出願書類として日本語及び英語能力を証明する書類を提出する。 

 出願書類 

入学願書、志望理由書、実務活動経歴書 

健康診断書、在留カード等の写し 

出身大学学長又は研究活動における指導教官等の推薦書 

日本語：以下のいずれかの試験において所定の成績を証明する書類 

i. 公益財団法人日本国際教育支援協会及び国際交流基金が実施する日本語能力試験

（JLPT）N2 以上の認定を受けていること。 

ii. 独立行政法人日本学生支援機構が実施する日本留学試験（日本語（読解、聴解及び聴読

解の合計））において 200 点以上取得していること。 

iii. 公益財団法人日本漢字能力検定協会が実施する BJT ビジネス日本語能力テストにおい

て 400 点以上取得していること。 

iv. 一般社団法人日本語能力試験実施委員会が実施する JPT 日本語能力試験において 525

点以上取得していること。 

英語：CEFR B1 以上の成績を証明する書類（英語が第一言語でない国を国籍とする留学生の

み） 

 試験科目 

口述試験、面接 

 評価基準 

口述試験では、自身の研究についてのプレゼンテーションと質疑応答を原則日本語で行い、

アドミッション・ポリシー1 で求める専門領域における高度な知識と研究の技術を修得し、

他者を牽引する能力及びアドミッション・ポリシー3 で求める研究・探求に必要な知識・思

考力について評価を行う。 

面接では、志望動機や今後行いたい研究やその効果、修了後の展望等についての質疑を原則

日本語で行い、アドミッション・ポリシー1 で求める他者を牽引し地域医療や社会の発展へ

の貢献の意識、アドミッション・ポリシー2 で求める地域社会の課題に取り組む意欲、アド

ミッション・ポリシー3 で求める研究推進への意欲等を評価する。 

その他、出願書類（推薦書・CEFR B1 以上の成績を証明する書類）の提出により、アドミッ



ション・ポリシー１で求める専門領域に対する知識やアドミッション・ポリシー3 で求める

研究・探究に必要な知識・思考力について評価を行う。 


